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評
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茂



　
　

鰤礬

エ
ー
デ
ン
の
医
療
障
害
補
償
制
度
⑮

ー
制
度
運
営
組
織
を
視
察
し
て

財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

う
し
ろ

し
ん

彗
後

信

か
み
た
に
み
ず
え

物
神
谷
瑞
恵

要
旨

産
科
医
療
補
償
制
度
が
本
年
1
月
に

創
設
さ
れ
た

。
本
制
度
の
設
計
や
運
営

は
、
医
療
分
野
の
中
立
的
な
第
三
者
機

関
で
あ
る
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
が
担

っ
て
い
る

。

補
償
と
原
因
分
析

･
再
発
防
止
の
機

能
を
兼
ね
備
え
た
本
制
度
に
対
し
て
は

、

紛
争
の
早
期
解
決
や
医
療
の
質
の
向
上

と
い

っ
た
点
か
ら
関
係
者
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

。

当
機
構
で
は
こ
の
夏
に

、
審
査
や
原

因
分
析
な
ど
具
体
的
な
制
度
運
営
の
参

考
と
す
る
べ
く

、
世
界
的
に
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
医
療

障
害
補
償
制
度
を
運
営
す
る
自
治
体
医

療
事
故
保
険
会
社
を
視
察
し

、
審
査
や

補
償
な
ど
の
実
態
に

つ
い
て
様
々
な
知

見
を
得
た
の
で

、
3
回
に
わ
た
り
同
国

の
医
療
障
害
補
償
制
度
の
概
要
を
紹
介

す
る

。

第
1
回
で
は

、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
医

療
制
度
や

、
医
療
事
故
等
の
苦
情
に
対

応
す
る
シ
ス
テ
ム

、
医
療
障
害
補
償
制

度
の
創
設
経
緯
と
運
営
組
織
に

つ
い
て

紹
介
す
る

。

第
2
回
で
は

、
医
療
障
害
補
償
制
度

に
お
け
る
補
償
の
考
え
方
や

、
審
査
の

流
れ
に

つ
い
て

、
実
際
に
審
査
を
行

っ

や
ま
な
み

嗄
山
次

う
え
だ

穹
上
田

Lま
こ
と

信し
げ
る

茂

て
い
る
医
師
の
話
も
交
え
て
具
体
的
に

紹
介
す
る

。

補
償
の
対
象
と
な
る

｢十
分
な
経
験

を
積
ん
だ
医
師
で
あ
れ
ば

、
回
避
す
る

こ
と
が
で
き
た
障
害

｣
は
ど
の
よ
う
に

判
断
さ
れ
て
い
る
か

、
年
間
1
万
件
に

も
及
ぶ
補
償
請
求
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
審
査
や
補
償
が
行
わ
れ
て
い
る
か
な

ど
、
医
療
障
害
補
償
制
度
が
有
効
に
機

能
し

、
医
療
側

･
患
者
側
の
双
方
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
理
由
に

つ
い
て

解
説
す
る

。

第
3
回
で
は

、
脳
性
麻
痺
に
関
す
る

審
査
と
補
償

、
お
よ
び
再
発
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て

、
補
償
請
求
が

行
わ
れ
た
膨
大
な
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

情
報
提
供
や

、
専
門
家
団
体
と
連
携
し

た
脳
性
麻
痺
の
再
発
防
止
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る

。

は
じ
め
に

本
年
1
月
に

、
我
が
国
で
初
め
て
の

医
療
分
野
に
お
け
る
無
過
失
補
償
制
度

で
あ
る
産
科
医
療
補
償
制
度
の
運
用
が

開
始
さ
れ
た

。

本
制
度
は

、
分
娩
に
関
連
し
て
発
症

し
た
重
度
脳
性
麻
痺
児
お
よ
び
そ
の
家

族
の
経
済
的
負
担
を
速
や
か
に
補
償
す

る
と
と
も
に

、
脳
性
麻
痺
発
症
の
原
因

分
析
を
行
い

、
同
じ
よ
う
な
事
例
の
発

生
の
防
止
に
役
立

つ
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り

、
紛
争
の
防
止

･
早

期
解
決
と
産
科
医
療
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

。

運
営
組
織
で
あ
る
当
機
構
は

、
審
査

や
原
因
分
析

･
再
発
防
止
等
の
制
度
全

般
の
運
営
を
担

っ
て
い
る
が

、
今
後
の

制
度
の
円
滑
な
運
営
や

、
我
が
国
に
お

け
る
無
過
失
補
償
制
度
の
将
来
的
な
展

望
を
検
討
す
る
上
で
の
参
考
と
な
る
情

報
を
得
る
目
的
で

、
こ
の
7
月
27
日
か

ら
8
月
1
日
に
か
け
て

、
世
界
で
も
先

進
的
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
ス
ウ

ェ
%

i 日 本医事新報 N0 4458 (2009 年 1 0 月 3 日 )



論時

ー
デ
ン
の
医
療
障
害
補
償
制
度

(弓
け
の

　
　
　
　
　

　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　

国
田
洋
甘

田屑
-
零
度

の
△
甘
言

尺掃
の

)
を

運
営
す
る
自
治
体
医
療
事
故
保
険
会
社

(せ
自
身

[日
"
湯

O
日
沼

の
三
瀦

D

剛
竪
鶴
首
日
甥
g
封
唄

炉
O
燭

)
を
視
察

し
、
多
く
の
関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け

た
。ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
高
齢
者
や
障
害
者

　
　

3
0

に
対
す
る
充
実
し
た
社
会
保
障
は
我
が

国
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が

、
医
療

事
故
に
対
す
る
補
償
制
度
に

つ
い
て
は

医
療
関
係
者
に
向
け
た
情
報
が
必
ず
し

も
十
分
で
な
い

。

本
稿
で
は

、
L
O
F
視
察
で
見
聞
し

た
事
柄
を
中
心
に

、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の

医
療
障
害
補
償
制
度
の
仕
組
み
や
運
用

、

医
療
安
全

へ
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　　
･

R
〕

‐

81
2

1
30
集( * OECD Healt h Data 2009 : Stat i st i cs and l nd icato rs fo r 30 Count ‐

r i es , * * 国立社会保障 ･ 人 口 問題研究所 : 人 口統計資料集 2009 よ

て
紹
介
す
る

。

1
.
県
を
中
心
と
し
た

医
療
制
度

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
医
療
制
度
は

、
県

議
会
が
多
く
の
権
限
を
有
し

、
国
の
所

掌
事
項
は
教
育
や
研
究
な
ど
ご
く

一
部

に
限
定
さ
れ
て
い
る

。
ま
ず

、
こ
う
し

た
行
政
の
基
本
的
枠
組
み
が
我
が
国
と

大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
お
く
必
要
が
あ
る

。

国
内
に
は
れ
の
ラ
ン
ス
テ
イ
ン
グ

(内
訳
は

、
聡
の
県

、
二

つ
の
リ
ー
ジ

ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
県
と
同
格
の
地
方
自

治
体

、
一
つ
の
コ
ミ

ュ
ー
ン
と
呼
ば
れ

る
市
で
あ
り
な
が
ら
ラ
ン
ス
テ
ィ
ン
グ

の
業
務
も
所
管
す
る
地
方
自
治
体

。
以

下
、
総
称
し
て

｢県
｣
と
い
う

)
が
存
在

し
て
い
る

。

県
に
よ

っ
て
医
療
内
容
は
異
な
る
が

、

格
差
が
あ
る
と
批
判
的
な
報
道
が
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り

、
県
に
よ
る
大
き
な
格

差
は
生
じ
て
い
な
い

。

県
の
医
療
行
政
を
支
え
る
財
源
は

、

所
得
税
の

一
部
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い

る
県
税
か
ら
賄
わ
れ
る

。
県
に
よ
り
税

率
は
異
な
る
も
の
の

、
収
入
の
多
寡
に

関
わ
ら
ず
課
税
さ
れ
る
約
30
%
の
地
方

税
の
う
ち

、
約
10
%
が
県
に

、
約
20
%

が
市
に
収
め
ら
れ
る

。
こ
の
他

、
一
定

額
以
上
の
収
入
が
あ
る
場
合
に
は
20
,

25
%
の
国
税
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
高
額
所
得
者
の
税
率
は
約
50
%
に

も
上
る

。

医
療

コ
ス
ト
は
原
則
と
し
て
税
金
に

よ
り
賄
わ
れ
て
お
り

、
自
費
ま
た
は
個

人
･
企
業
が
加
入
す
る
民
間
医
療
保
険

か
ら
の
支
出
は
全
体
の
1
~
2
%
程
度

に
と
ど
ま
る

。

病
院
の
開
設
主
体
も

、
そ
の
多
く
は

県
で
あ
る

。
人
口
約
9
3
0
万
人
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

、
国
立
の
大
学
病
院

が
9
施
設

(人
口
1
0
0
万
人
当
た
り

1
大
学
病
院

)、
県
立
病
院
が
約
70
施
設

、

私
立
病
院
が
7
施
設
と

、
大
半
が
県
立

病
院
で
占
め
ら
れ
て
お
り

、
病
院
に
勤

務
す
る
医
師
の
多
く
は

、
県
ま
た
は
国

の
公
務
員
で
あ
る

。

ま
た

、
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
を
担
う
開

業
医
も

、
そ
の
半
数
は
県
の
公
務
員
で

あ
り

、
残
り
も
県
と
業
務
委
託
契
約
を

交
わ
し
て
い
る
た
め

、
医
師
の
大
半
は

直
接
ま
た
は
間
接
的
に
県
の
影
響
下
に

あ
る
と
言
え
る

。
･

な
お

、
日
本
と
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
医

療
関
連
指
標
の
比
較
は
表
1
の
通
り
で

日 本医事新報 No . 4458 (2009 年 1 0 月 3 日 )

人口 1 人当 た り 医療費支出

医療費比率
*

人口 1 ,000 人当 た り 医師数

(06 年) *

人口 1 , 000 人当た り 看護師数

(06年) *

(男女計)

命
年

　
　

平

人口 1 , 000 人当た り 乳児死亡率

(06 年) *

合計特殊出生率

(06年) **

成

　
　

96

一 デ ンの医療関連指標の比較

$2 , 578 $ 3 , 202

9 . 4%



あ
る

。

2
.
医
療
事
故
等
の
苦
情

に
対
応
す
る
三
つ
の

シ
ス
テ
ム

患
者
が
医
療
事
故
や
医
療
従
事
者
の

対
応
等
に

つ
い
て
苦
情
や
不
満
が
あ
る

い 十 医療事故等の苦情に対応する シ ス テ ム
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会
,
こ

　
　
　

　
　
　

*
者
(

　
　

　

場
合

、
複
数
の
申
し
立
て
方
法
が
用
意

さ
れ
て
い
る

。

苦
情
の
申
し
立
て
は

、
そ
の
種
類
に

よ
り
主
に
次
の
3
種
の
組
織
が
窓
口
と

な
っ
て
受
け
付
け
て
い
る
(
図
1

)
。

“
県
の
患
者
委
員
会
ー
苦
情
全
般

各
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
患
者
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

尺て
頃
o穹
ら
が

、
苦
情
全

般
の
受
付
窓
口
と
な

っ
て

い
る

。

こ
の
窓
口
で
の
苦
情
は

、

医
療
事
故
に
よ
る
障
害
に

限
ら
ず

、
医
師
や
看
護
師

、

そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の

対
応
に
関
す
る
内
容
な
ど

も
含
ま
れ
る

。
た
だ
し

、

患
者
委
員
会
は
法
的
な
解

決
手
段
や
補
償
の
機
能
を

有
し
て
お
ら
ず

、
医
療
機

関
や
医
療
従
事
者
に
働
き

か
け
を
行
う
こ
と
に
よ

っ

て
紛
争
解
決
を
図

っ
て
い

る
。前
述
の
通
り

、
医
療
従

事
者
の
大
半
は
県
の
公
務

員
、
ま
た
は
県
か
ら
の
委

託
を
受
け
た
開
業
医
で
あ

る
の
で

、
医
療
従
事
者
に
と

っ
て
県

つ

ま
り
雇
用
主
や
契
約
先
に
苦
情
が
申
し

立
て
ら
れ
る
こ
と
は

、
必
ず
し
も
望
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い

。
こ
の
た
め

、
患

者
委
員
会

へ
の
苦
情
申
し
立
て
は
有
効

に
機
能
し
て
い
る
と
さ
れ
る

。

患
者
委
員
会
に
は

、
年
間
約
2
万
4

0
0
0
件
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る

。

⑭
L
O
F
等
の
保
険
会
社
-
補
償

医
療
事
故
に
関
す
る
金
銭
的
補
償
に

つ
い
て
は

、
L
O
F
等
の
保
険
会
社
に

対
し
て
補
償
請
求
が
行
わ
れ
る

。
医
療

障
害
補
償
法

(弓
け
の
せ
巴
掃
貝
甘
言
増

P
R

)
に
よ
り
す
べ
て
の
医
療
機
関
が

医
療
障
害
補
償
保
険

へ
の
加
入
を
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り

、
す
べ
て
の
県
立
医

療
機
関
は
L
O
F
と
保
険
契
約
を
交

わ
し
て
い
る

。

国
内
の
約
90
%
の
医
療
事
故
を
カ
バ

ー
し
て
い
る
L
O
F
で
は
年
間
約
1

方
件
の
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り

、
こ

の
う
ち
約
4
3
0
0
件
を
補
償
し
て
い

る
。な
お

、
医
療
障
害
補
償
制
度
か
ら
の

補
償
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

、
訴
権
は
制

限
さ
れ
て
い
な
い

。
こ
の
た
め

、
患
者

は
裁
判
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
り
金
銭
的

補
償
を
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が

、

医
療
事
故
に
関
し
て
民
事
訴
訟
が
提
起

さ
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
少
な
い

。

回
国
の
保
健
医
療
責
任
委
員
会

ー
医
師
等
に
対
す
る
懲
戒
等

の
行
政
処
分

医
師
や
看
護
師
等
に
対
す
る
指
導
や

懲
戒
等
の
処
分
を
求
め
る
苦
情
は

、
国

の
保
健
福
祉
庁
の

oa
巴
の町

尺法
目

一
我

が
国
の
厚
生
労
働
省
の

一
部
に
相
当

)

が
管
轄
す
る
保
健
医
療
責
任
委
員
会

(国
巴
:

-o
目

盛
長

く
茸
合
口
の

田口
の≦
易

-

ロ
田
HH]-ロ

ム
ー
ワ"

①
A

]^〕槌
]

"兜
あ
の□

○
□
の
"す

一言
[て

魔
o
穹
套

疊
の
>
Z

)
が
窓
口
と
な

っ
て

い
る

↓。

そ
の
他

、
灯

凶
g
程
讃
法
に
基
づ
く

医
療
機
関
か
ら
国

へ
の
医
療
事
故
報
告

制
度
が
あ
る

。
重
大
事
故
に
関
す
る
医

療
機
関
か
ら
保
健
福
祉
庁

へ
の
報
告
数

は
年
間
約
1
6
0
0
件
に
上
る

。

匡
のN
g
穹
冨
法
は

、
‐重
大
事
故
の
発

生
原
因
に
関
す
る
客
観
的
な
調
査
を
行

い
、
同
じ
よ
う
な
事
例
の
再
発
防
止
を

図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る

。

し
か
し

、
医
師
な
ど
医
療
従
事
者
個
人

に
対
す
る
処
分
が
必
要
と
思
わ
れ
る
事

例
に
関
し
て
は

、
保
健
福
祉
庁
か
ら
H

S
A
N

へ
と
報
告
が
行
わ
れ

、
懲
戒
等

の
要
否
が
検
討
さ
れ
る

。
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H
S
A
N
で
は

、
保
健
福
祉
庁
か
ら

の
回
付
も
含
め
て
年
間
約
4
5
0
0
件

の
申
し
立
て
が
受
理
さ
れ

、
こ
の
う
ち

約
4
0
0
件
が
何
ら
か
の
指
導
や
懲
戒

の
対
象
と
な
る

。

こ
の
中
で
卸
件
が
免
許
取
消

、
1
4

6
件
が
戒
告

、
2
3
4
件
が
訓
告
と
さ

れ
て
お
り

、
そ
の
多
く
は
方

凶
呂
穹
国

法
に
基
づ
き
医
療
機
関
か
ら
報
告
さ
れ

た
事
例
で
あ
る

。

な
お

、
医
療
従
事
者

へ
の
刑
事
訴
訟

は
年
間
1
件
以
下
と
さ
れ
る

。

医
療
事
故
等
の
苦
情
の
窓
口
が
そ
れ

ぞ
れ
切
り
離
さ
れ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

董
論時

　
　
　
　　

　　
　
　
　
　

“魂
な警
護

ね雰鞍
"

図 2 LOF, PSR のオ フ ィ スが入っ ている ビル

こ
と
が
特
徴
で
あ
り

、
そ
の
こ
と
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
有
効
に
機

能
し
て
い
る
と
さ
れ
る

。

3
1
医
療
障
害
補
償

制
度
の
経
緯

医
療
障
害
補
償
制
度
は

、
1
9
7
5

年
に
県
の
自
主
的
な
取
り
組
み
と
し
て

開
始
さ
れ
た

。

そ
れ
以
前
は

、
患
者
が
医
療
事
故
に

つ
き
補
償
を
求
め
る
に
は
損
害
賠
償
請

求
訴
訟
を
提
起
す
る
以
外
に
手
段
が
な

く
、
医
療
事
故
に
よ
る
障
害
の
補
償
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

っ
た

。

　　
　　
　
　
　　　　

　
　

　
　　

　
　
　

聴
講

讓
　
　
　

　
　

　
　　

一
方

、
こ
の
よ
う
な
医
事
紛
争
に

つ
い

て
は
医
療
側
に
厳
し
い
報
道
が
数
多
く

な
さ
れ

、
医
療
機
関
や
医
療
従
事
者
も

苦
し
ん
で
い
た

。

こ
の
た
め

、
県
は

、
医
事
紛
争
を
防

止
し

、
ま
た
簡
単
な
手
続
き
で
患
者
が

補
償
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

、
医
療
側

、

患
者
側
双
方
に
と

っ
て
合
理
的
な
基
準

で
補
償
が
な
さ
れ
る
任
意
の
制
度
と
し

て
、
自
ら
医
療
障
害
補
償
制
度
を
創
設

し
た
の
で
あ
る

。
本
制
度
の
創
設
に
よ

り
、
訴
訟
の
数
は
劇
的
に
減
少
し
た

。

当
初
は

、
複
数
の
保
険
会
社
に
よ
る

共
同
事
業
体
と
県
と
が
保
険
契
約
を
結

び
、
制
度
が
運
営
さ
れ
て
い
た
が

、
E

U
加
盟
に
伴
う
欧
州
共
同
体
競
争
法

(独
占
禁
止
法

)
の
影
響
に
よ
り

、
県
が

出
資
す
る
保
険
会
社
と
し
て
1
9
9
4

年
に
L
O
F
が
設
立
さ
れ

、
1
9
9
5

年
に
制
度
の
運
営
業
務
を
開
始
し
た

。

任
意
の
制
度
と
し
て
22
年
を
経
た
後

、

1
9
9
7
年
に
は
医
療
障
害
補
償
法
が

制
定
さ
れ

、
法
律
に
基
づ
く
強
制
加
入

の
制
度
と
な

っ
た

。
1こ
れ
は

、
一
部
の

私
立
の

･医
療
機
関
が
保
険
に
未
加
入
で

、

患
者
が
本
制
度
に
よ
る
補
償
を
受
け
ら

れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
た
め

、
法
制

化
に
至

っ
た
と
さ
れ
る

。

4
.
制
度
を
運
営
す
る

L
"O
F
と
P
S
R

前
述
の
通
り

、
L
O
F
は
各
県
の
出

資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
公
営
企
業
で
あ

る
。設
立
当
初
は
同
国
全
体
が
好
景
気
で

民
間
企
業
の
人
気
が
高
く

、
公
営
企
業

で
あ
る
L
O
F
に
は
優
秀
な
人
材
が
集

ま
ら
な
か

っ
た
た
め

、
既
存
の
保
険
会

社
2
社
に
審
査
業
務
を
委
託
し

、
こ
れ

ら
の
保
険
会
社
の
審
査
部
門
を
引
き
抜

く
形
で

、
障
害
審
査
株
式
会
社
命

のヤ

:
口
の官
房

N①匹
の尺日

ぬ
P
切

…
電
の
刃

)
を

設
立
し
た

。
以
降
は
P
S
R
が

一
元
的

に
審
査
や
補
償
請
求
に
関
す
る
関
係
者

と
の
調
整
等
を
行

っ
て
い
る

。

P
S
R
は
現
在

、
L

…O
F
の
1
0
0

%
子
会
社
と
し
て
事
実
上

一
つ
の
組
織

で
あ
り

、
同
じ
オ
フ
ィ
ス
で
業
務
を
行

っ
て
い
る

。
L
O
F
と
P
S
R
の
業
績

は
と
も
に
好
調
で
あ
り

、
L
O
F
と
し

て
も
職
員
の
募
集
を
円
滑
に
行
え
る
環

同
法
は

、
医
療
事
故
に
よ
る
障
害
に

98

対
す
る
患
者
の
補
償
請
求
権
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に

、
す
べ
て
の
医
療
機
関

則

に
対
し
て
医
療
障
害
補
償
保
険

へ
の
加

用
入
を
義
務
づ
け
て
い
る

。
0
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境
が
整

っ
た
た
め

、
2
0
1
0
年
に
は

両
社
が
合
併
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る

。

現
在

、
年
間
1
万
件
に
及
ぶ
補
償
請

求
事
案
に
対
し

、
L
O
F
と
P
S
R
は

次
の
よ
う
な
体
制
で
速
や
か
な
補
償
を

行
っ
て
い
る

。

L
O
F
と
P
S
R
は

、
首
都
ス
ト

ッ

ク
ホ
ル
ム
の
事
務
所
の
み
で
業
務
を
行

っ
て
い
る

。

L
O
F
の
職
員
数
は

、
C
E
O
の
カ

イ
･
エ
ッ
シ
ン
ガ
ー
氏
を
含
め
て
7
名

で
あ
り

、
彼
ら
は
個
々
の
補
償
請
求
事

案
へ
の
対
応
で
は
な
く

、
広
報
活
動
や

補
償
請
求
事
案
の
統
計
分
析
等
を
行

っ

論時

て
い
る

。

P
S
R
の
職
員
数
は

、
約
1
0
0
名

で
あ
り

、
そ
の
う
ち
75
~
知
名
が
審
査

お
よ
び
関
係
者
と
の
調
整
業
務

(ク
レ

ー
ム
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る

)
を

行
っ
て
い
る

。
残
り
の
約
即
名
が
職
員

向
け
の
教
育
や
庶
務
等
の
業
務
を
担

っ

て
い
る

。

ま
た

、
医
療
事
故
防
止
や
患
者
安
全

に
関
す
る
業
務
に
は
4
名
の
職
員
が
専

従
し
て
い
る

。

職
員
の
経
歴
や
学
歴
は

、
概
ね
3
分

の
1
が
経
済
学
系

、
3
分
の
1
が
法
学

系
、
3
分
の
1
が
医
療
系

(看
護
師
等

)

　　　
霊 なゞが

等
辺

　　
　

　
　

で
あ
り

、.
現
在
で
は
保
険
会
社
か
ら
の

転
職
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る

。

ま
た

、
非
常
勤
の
顧
問
医
師
が
約
卸

名
在
籍
し
て
お
り

、
医
学
的
見
地
か
ら

審
査
を
行

っ
て
い
る

。
顧
問
医
師
は
い

ず
れ
も
専
門
領
域
に
お
け
る
実
務
経
験

の
豊
富
な
医
師
で
あ
り

、
日
頃
は
診
療

を
行
い
な
が
ら

、
週
に
数
時
間
程
度
P

S
R
に
来
て
審
査
を
行

っ
て
い
る

。

顧
問
医
師
が
医
療
機
関
に
有
利
な
審

査
を
し
て
い
る
と
の
誹
り
を
受
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う

、
医
師
は
L
O
F
や
P

S
R
の
利
益
と
無
関
係
で
あ
り

、
報
酬

は
審
査
結
果
に
拠
ら
ず
時
間
給
と
し
て

い
る

。
ま
た

、
医
師
に
利
害
関
係
が
あ

っ
て
審
査
資
格
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る

ケ
ー
ス
は
担
当
し
な
い

、
な
ど
と
い

っ

た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る

。

補
償
請
求
事
案
は

、
原
則
と
し
て
1

事
案
に

つ
き
1
名
の
ク
レ
ー
ム
ア
ジ
ャ

ス
タ
ー
が
担
当
し

、
顧
問
医
師
の
助
言

を
得
て

、
補
償
の
可
否
や
補
償
額
の
決

定
等
の
業
務
を
行

っ
て
い
る

。

(増
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価

機
構
医
療
事
故
防
止
事
業
部
部

長
･
産
科
医
療
補
償
制
度
運
営
部

技
監
併
任

、
松
同
産
科
医
療
補
償

制
度
運
営
部
職
員

、
櫓
同
理
事

･

産
科
医
療
補
償
制
度
事
業
管
理
者

)
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翁

ス
ウ

ニ
ー
デ
ン
の
医
療
障
害
補
償
制
度
②

ー
制
度
運
営
組
織
を
視
察
し
て

財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

と
“

た
醇
癪

き
‘

後
信

信

か
み
た
に
み
ず
え

う
え
だ

し
げ
る

神
谷
端
恵

上
田

茂

5
“
医
療
障
害
補
償
制
度
の

審
査
と
補
償

=
三
つ
の
基
本
的
な
考
え
方

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
医
療
障
害
補
償
制

度
は

、
次
の
三

つ
の
基
本
的
な
考
え
方

に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
る

。

④
｢回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
翁
8

--

A
き
け

)
障
害

｣
の
み
が
補
償
対
象

で
あ
る

。

⑤
Z
O
I切
言
B

の
け
[
g
a
g

の
懲
戒

等
の
医
師
個
人
の
責
任
追
及
を
行

わ
な
い

。

①
裁
判
に
拠
ら
な
い
事
務
的
な
手
続

き
で
あ
る

。

医
療
障
害
補
償
制
度
は

｢十
分
な
経

験
を
積
ん
だ
医
師
で
あ
れ
ば

、
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
た
障
害

｣
を
補
償
の
対

象
と
し
て
お
り

、
｢
十
分
な
経
験
を
積

ん
だ
医
師
で
あ

っ
て
も
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
障
害

｣
は
補
償
の
対

象
と
な
ら
な
い

。
こ
の
点
に

つ
い
て
は

後
述
す
る

。

ま
た

、
本
制
度
は
あ
く
ま
で
補
償
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り

、
医
師
等
の

医
療
従
事
者
に
対
す
る
懲
戒
等
の
処
分

を
含
む
責
任
追
及
と
は
完
全
に
切
り
離

し
て
運
営
さ
れ
て
い
る

。
懲
戒
等
の
処

分
を
含
む
責
任
追
及
の
申
し
立
て
は
別

の
窓
口
で
あ
る
H
S
A
N
に
行
わ
れ
て

お
り

、
こ
の
こ
と
が
医
療
障
害
補
償
制

度
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
大
き
な

要
因
と
さ
れ
る

。

そ
し
て

、
意
見
や
証
拠
を
闘
わ
せ
て

責
任
を
追
及
す
る
訴
訟
上
の
手
続
き
で

は
な
く

、
事
務
的
な
手
続
き
と
し
て
補

償
の
可
否
が
決
定
さ
れ
て
お
り

、
“

･

9
%
が
訴
訟
に
よ
ら
ず

、
事
務
的
な
手

続
き
に
よ
り
補
償
を
受
け
て
い
る

。

を
補
償
対
象
の
考
え
方

①
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
障
害

医
療
障
害
補
償
制
度
で
は

、
ス
ウ

ェ

ー
デ
ン
国
内
に
お
け
る
医
療
行
為
に
よ

り
発
生
し
た
障
害
や
疾
病
が
補
償
の
対

象
と
な
る

。
補
償
対
象
の
要
件
は
医
療

障
害
補
償
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
最
も
重
要
で
特
徴
的
な
点
は

、
｢十

分
な
経
験
を
積
ん
だ
医
師
で
あ
れ
ば

、

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
障
害

｣
の
み

が
補
償
の
対
象
と
な
る
こ
と
で
あ
る

。

本
制
度
は

、
医
療
機
関
ま
た
は
医
療

従
事
者
の

｢過
失

｣
が
あ
る
こ
と
を
補

償
責
任
の
要
件
と
し
て
い
な
い

。
代
わ

り
に

｢十
分
な
経
験
を
積
ん
だ
医
師
で

あ
れ
ば

、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
障

害
で
あ
る
こ
と

｣
を
必
要
と
し
て
い
る

。

こ
う
し
た
考
え
方
は
ぎ

の
a
巴
国
粋
営

l

a
聟
Q
と
呼
ば
れ
て
い
る

。

我
が
国
の
場
合

、
医
療
事
故
の
過
失

は
｢
当
該
医
療
機
関
に
お
い
て
期
待
さ

れ
る
医
療
水
準

｣
を
判
断
の
根
拠
と
し

て
い
る
が

、
本
制
度
で
は

｢十
分
な
経

験
を
積
ん
だ
医
師

｣
が
基
準
と
な

っ
て

い
る
た
め

、
患
者
側
に
と

っ
て
は
補
償

を
受
け
や
す
く
な

っ
て
い
る

。

ま
た

、
十
分
な
経
験
を
積
ん
だ
医
師

で
あ

っ
て
も
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
医
療
事
故
ま
で
は
責
任
を
求
め

な
い
た
め

、
医
療
機
関
や
医
療
従
事
者

に
も

、
一
定
の
納
得
感
の
あ
る
合
理
的

基
準
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
る

。

②
十
分
な
経
験
を
積
ん
だ
医
師

｢十
分
な
経
験
を
積
ん
だ
医
師

｣
と
は

、
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表 2 補償対象に関す る医療障害補償制度と産科医療補償制度の比較医療障害補償制度 (スウェーデン) 産科医療補償制度
(日本)

訴訟,(日本)過失の判断基準 十分な経験を積ん だ医師の水準 いなわ問 硫
柩

繃
沈

療
待

医
期
準

該
て
水

当
い
療

因果関係 51%以上の因果関係が必要 譜
俄

灘獺
墹
褓

性然蓋
要

の
必

度
が

程
証

当
立

相
の

経
験
豊
富
な
専
門
医
師

、
お
よ
び
当
該

診
療
分
野
の
経
験
が
豊
富
な
医
師
を
指

す
。
例
え
ば

、
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
に
お

け
る
皮
膚
科
関
連
の
医
療
事
故
の
場
合

、

経
験
豊
富
な
皮
膚
科
の
専
門
医
師
で
あ

れ
ば
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う

か
で
は
な
く

、
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
と
し

表 3 補償対象外と な っ た主な理由 (上位5位)

舳 割合(%)
てっ
た

あ
っ

で
か

師
な

医
き

だ
で

ん
が

襁
交

験
る

経
す

な
避

分
回

十
も

お

ク
ム

治療等の医療行為と障害が無関係 〔□そ
I
I

〔K
)

診断ミスではない 7
#

◆｢
l
I
●

4
1

患者に障害が生じていない 〔h
)

“^
)

欝褓毬湖覊飜
即

瞳
な

rh
)

^〇 その他 29

( Stat i st i cs fo r LOF 1 997 ~ 2004)

て
の
皮
膚
科
の
診
療
経
験
が
豊
富
な
医

師
の
水
準
に
お
い
て
回
避
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
否
か
が

、
補
償
可
否
の
基
準

と
な
る

。

③
51
%
以
上
の
因
果
関
係

医
療
行
為
と
障
害
の
因
果
関
係
も
必

要
と
さ
れ
る
が

、
不
法
行
為
の
場
合
と

比
べ
て

、
緩
や
か
と
言

っ
て
よ
い

。
す

な
わ
ち

、
一
般
的
な
訴
訟
で
求
め
ら
れ

る
レ
ベ
ル
の
蓋
然
性
で
は
な
く

、
51
%

以
上
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
因
果
関
係
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め

、
患
者
に
と

っ
て
は
補
償
を
受
け
や
す
く

、
医
療
機

関
や
医
療
従
事
者
に
と

っ
て
も
納
得
感

の
あ
る
水
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る

(表
2

)
。

L
O
F
に
お
い
て
は
年
間
約
1
方
件

の
補
償
請
求
を
受
け
付
け

、
こ
の
う
ち

、

約
4
3
0
0
件
が
補
償
の
対
象
と
な
る

。

補
償
対
象
外
と
な

っ
た
約
5
7
0
0
件

の
主
な
理
由
と
割
合
の
内
訳
は

、
表
3

の
通
り
で
あ
る

。

上
位
二
つ
は
1
9
7
5
年
の
制
度
創

設
以
来

、
常
に
変
わ

っ
て
い
な
い

。
な
お

、

最
近
は

｢診
断
の
遅
延

｣
を
補
償
の
申

請
事
由
と
す
る
ケ
ー
ス
が
年
々
増
加
す

る
傾
向
に
あ
る

。
そ
の
他
の
割
合
が
高

い
が

、
こ
れ
は
補
償
額
が
免
責
金
額
以

下
で
あ
る
年
間
約
5
o
o
件
の
ケ
ー
ス

も
含
む
た
め
と
考
え
ら
れ
る

。

回
補
償
対
象
と
な
る
六
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー

補
償
対
象
は

、
以
下
の
六

つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
障
害

で
あ
る

。

①
治
療
行
為
に
よ
る
傷
害

検
査
や
看
護

、
治
療
の
直
接
の
結
果

と
し
て
傷
害
が
発
生
し
た
場
合
を
指
す

。

最
も
代
表
的
な
補
償
請
求
の
理
由
で
あ

り
、
後
方
視
的
な
観
点
か
ら
の
検
討
の

結
果

、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
否

か
が

、
特
に
重
要
な
判
断
基
準
と
な

っ

て
い
る

。
具
体
的
に
は

、
以
下
の
項
目

に
つ
い
て
審
査
を
行

い
、
補
償
の
可
否

が
決
定
さ
れ
る

。

④
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
国
内
に
お
け
る
医

療
行
為
の
結
果
と
し
て
傷
害
が
生

じ
て
い
る
か

。

⑤
身
体
に
傷
害
が
あ
る
か

。

①
医
療
行
為
と
傷
害
と
の
間
に
因
果

関
係
が
あ
る
か

。

④
治
療
は
医
学
的
に
正
し
い
も
の
で

あ
っ
た
か

。

⑤
医
学
的
に
認
め
ら
れ
た
方
法
が
用

い
ら
れ
た
か

。

①
後
方
視
的
に
検
証
し
た
結
果

、
選

択
し
た
手
技
を
異
な
る
や
り
方
で

実
施
し
て
い
れ
ば

、
よ
り
少
な
い

傷
害
で
治
療
が
で
き

、
傷
害
を
回

避
す
る
こ
と
も
で
き
た
と
考
え
ら

れ
る
か

。

②
後
方
視
的
に
検
証
し
た
結
果

、
異

な
る
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と
に

よ
っ
て

、
よ
り
少
な
い
傷
害
で
治

療
が
で
き

、
傷
害
を
回
避
す
る
こ

と
も
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
か

。

②
医
療
機
器
等
に
よ
る
傷
害

検
査

、
看
護

、
治
療
等
に
使
用
す
る

医
療
機
器

、
ま
た
は
病
院
設
備
の
故
障
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や
欠
陥

、
欠
陥
的
使
用
方
法
に
よ
り
傷

害
が
発
生
し
た
場
合
を
指
す

。

医
療
機
器
等
に
は

、
器
具

･
器
械

、

装
置
や
そ
の
他
の
補
助
装
置
が
含
ま
れ

る
。
器
具

･
器
械
に
は

、
メ
ス

、
鉗
子

、

注
射
器

、
カ

ニ
ュ
ー
レ
と
い

っ
た
簡
単

な
器
具
か
ら

、
透
析
器
や
人
工
呼
吸
器

等
の
複
雑
な
機
器
が
含
ま
れ
る
他

、
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー

、
ス
テ
ン
ト

、
人
工
関
節

、

人
工
血
管

、
歯
科
補
綴
等

、
体
内
に
埋

め
込
む
物
も
含
ま
れ
る

。
ま
た

、
滅
菌

済
み
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
や
そ
の
他

の
消
耗
品
も
含
ま
れ
る

。
松
葉
杖
も
含

ま
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
事
例
も
あ
る

。

病
院
設
備
に
は

、
ベ
ッ
ド

、
ラ
ン
プ

、

椅
子
等
が
含
ま
れ
る

。

こ
の
場
合
の

｢欠
陥

｣
と
は

、
マ

ニ

ュ
ア
ル
等
に
定
め
た
通
り
に
作
動
し
な

い
こ
と
を
言
う

。
ま
た

、
｢
欠
陥
的
使

用
方
法

｣
と
は

、
取
扱

い
説
明
書
に
則

し
な
い
使
用
方
法
を
言
う

。

医
療
機
器
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
製
造
物

責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償
金
が
支
払
わ

れ
る
場
合
は

、
L
O
F
に
返
戻
さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
て
い
る

。

な
お

、
医
療
機
器
等
に
よ
る
傷
害
の

事
例
は
1
%
未
満
と
稀
で
あ
り

、
数
年

間
で
数
例
を
審
査
し
た
の
み
で
あ
る

。

時

轤

③
診
断
誤
り
や
診
断
遅
延

診
断
誤
り
や
診
断
遅
延
に
よ
り

、
疾

病
や
傷
害
が
生
じ
た
場
合
と
悪
化
し
た

場
合
を
指
す

。
診
断
時
に
確
認
で
き
る

は
ず
の
症
状
の
見
落
し

、
あ
る
い
は
当

該
診
療
分
野
の
経
験
豊
富
な
医
師
の
診

断
基
準
か
ら
逸
脱
し
た
診
断
に
よ

っ
て

治
療
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
り

、
遅
延
し

た
た
め

、
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
も
含

ま
れ
る

。

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は

、
診
断
が
な

さ
れ
た
時
点
に
お
け
る
経
験
豊
富
な
専

門
医
師
の
有
す
る
知
識
を
基
準
に
判
断

さ
れ
る

。

典
型
的
な
事
例
に
は

、
腱
や
神
経
の

損
傷

、
骨
折
や
脱
臼
の
見
落
し
が
あ
る

。

分
娩
時
の
障
害
は
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

該
当
す
る
こ
と
が
多

い
。

診
断
遅
延
に

つ
い
て
は

、
診
断
遅
延

に
よ
り
障
害
が
生
じ
た
場
合
に
補
償
対

象
と
な
る

。

｢障
害

｣
と
は

、
通
常

、
診
断
遅
延
が

な
け
れ
ば
期
待
で
き
た
症
状
と
診
断
遅

延
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
実
際
の
症
状

と
の
差
と
規
定
さ
れ
て
い
る

。

な
お

、
乳
癌
で
は

、
診
断
遅
延
が
必

ず
し
も
身
体
的
な
障
害
を
生
じ
さ
せ
た

と
は
言
え
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る

。
よ
り

が
重
症
で
あ
る
ほ
ど

、
合
併
症
の
可
能

性
が
高

い
た
め

、
補
償
の
可
能
性
は
低

く
な
る

。
も
し
感
染
の
リ
ス
ク
が
無
視

で
き
る
程
度

、
あ
る
い
は
予
測
困
難
な

程
度
で
あ
れ
ば

、
補
償
の
基
準
は
満
た

さ
れ
る
こ
と
に
な
る

。

し
た
が

っ
て
審
査
で
は

、
治
療
等
を

要
す
る
基
礎
疾
患
等
の
重
症
度
や
治
療

中
の
感
染
の
し
易
さ
と
感
染
症
の
重
症

度
と
の
関
係
を
考
慮
し

つ
つ

、
発
症
し

た
感
染
に
対
し
て
補
償
す
る
こ
と
の
合

理
性
を
評
価
す
る
こ
と
と
な
り

、
実
際

に
は
種
々
の
診
断
基
準
を
総
合
的
に
評

価
し
て
決
定
し
て
い
る

。

患
者
が
補
償
さ
れ
な
い
具
体
的
な
ケ

ー
ス
は

･
感
染
が
小
規
模
で
あ
り
障
害

娘
が
短
期
間
の
み
生
じ
た
場
合

、
基
礎
疾

月n
)

患
が
感
染
よ
り
も
重
症
で
あ
る
場
合

、
1

感染
が治療

結
果
あ
る
いは治療期

間
解

に
影
響
し
な
か

っ
た
場
合

、
合
併
症
と

節
し
て
感
染
が
起
こ
り
う
る
と
見
込
ま
れ

競

る
場
ム等

で
あ
る

。
.

“
一方

、
補
償
の
可
能
性
が
あ
る
具
体

N

的
な
状
況
を
挙
げ
て
み
る
と

･
感
染
が

臓
基
礎
疾
患
よ
り
重
症
で
あ
る
場
合

･
治

鴎
療
の
状
態
か
ら
見
て
感
染
し
た
こと

が
躰

不
合
理
で
あ
る
場
合

、
生
命
の
危
機
の

あ
る
状
態
に
な

っ
た
り
慢
性
的
な
治
療

95
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早
期
の
診
断
が
な
さ
れ
て
も
そ
の
後
の

治
療
に
影
響
し
な
い
事
例
で
は

、
予
後

に
影
響
し
な
い
限
り

、
身
体
的
な
障
害

は
生
じ
な
い

。
し
か
し

、
そ
の
よ
う
な

事
例
で
も

、
診
断
遅
延
が
い
く
ら
か
の

腫
瘍
増
大
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
が
高

け
れ
ば

、
再
発
や
死
亡
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
可
能
性
が
あ
る

。
そ
う
し
た
苦
悩

や
不
安
を
含
む
患
者
の
精
神
的
苦
痛
に

つ
い
て

、
2
万
5
o
o
o
S
E
K

(1

S
E
K
=
約
15
円

。
2
万
5
o
o
o
s

E
K
は
約
38
万
円

)
が
支
払
わ
れ
る

。

④
感
染

検
査

、
看
護

、
治
療
等
を
き

っ
か
け

と
し
て

、
患
者
が
病
原
体
に
感
染
し
た

場
合
を
指
す

。
し
た
が

っ
て

、
患
者
の

腸
管
や
口
腔
内
に
常
在
し
て
い
た
細
菌

等
、
既
に
患
者
の
体
に
存
在
し
て
い
た

病
原
体
に
よ
る
感
染
の
場
合
は
補
償
さ

れ
な
い

。
し
か
し

、
感
染
が
患
者
の
体

に
存
在
し
て
い
た
細
菌
に
よ
る
の
か

、

別
の
場
所
か
ら
感
染
し
た
の
か
を
決
定

す
る
こ
と
は

、
実
際
に
は
容
易
で
は
な

　
　審
査
で
は
基
礎
疾
患
の
性
質
や
重
症

度
、
患
者
の

一
般
的
な
健
康
度

、
予
期

さ
れ
る
感
染
の
可
能
性
や
そ
の
重
症
度

を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る

。
基
礎
疾
患
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を
要
し
た
り
後
遺
障
害
を
生
じ
た
り
し

た
感
染
の
場
合

、
感
染
の
リ
ス
ク
が
小

さ
く
予
期
で
き
な
か

っ
た
場
合

、
感
染

の
た
め
に
外
科
治
療
の
結
果
が
よ
り
悪

く
な

っ
た

、
あ
る
い
は
外
科
治
療
の
効

果
が
な
か

っ
た
場
合
等
で
あ
る

。

し
か
し

、
特
に
重
症
の
心
疾
患
の
場

合
、
感
染
が
容
認
さ
れ
る
べ
き
か
そ
う

で
な
い
か
合
理
的
な
評
価
が
難
し
い

。

⑤
治
療
中
の
事
故

検
査

、
看
護

、
治
療
等
と
関
係
の
あ

る
傷
害
が
発
生
し
た
場
合
を
指
す

。
治

療
に
関
連
し
た
傷
害
が
補
償
対
象
と
な

る
の
で

、
補
償
さ
れ
る
の
は
医
療
の
中

の
特
定
の
リ
ス
ク
に
限
定
さ
れ

、
治
療

と
は
無
関
係
に
発
生
す
る
通
常
の
傷
害

は
除
外
さ
れ
る

o

例
え
ば

、
ラ
ウ
ン
ジ
や
ト
イ
レ
に
行

く
際
に
生
じ
た
傷
害
の
よ
う
な
患
者
自

ら
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

は
、
治
療
と
関
連
す
る
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
補
償
対
象
に
な
ら
な
い

。
同
様
に

、

医
療
施
設
内
で
あ

っ
て
も
火
災
や
食
中

毒
等
と
い

っ
た
治
療
と
は
無
関
係
の
事

故
に
よ
る
傷
害
は
対
象
外
で
あ
る

。

一
方

、
救
急
車
に
よ
る
搬
送
中
の
転

落
、
検
査
中
の
ベ

ッ
ド
か
ら
の
転
落

、

誰
か
の
見
守
り
下
で
の
歩
行
訓
練
時
の

転
倒
な
ど
は
補
償
対
象
で
あ
る

。

⑥
投
薬
ミ
ス

医
薬
品
の
規
制
や
指
導
に
反
し
た
処

方
や
投
薬
に
よ
り
障
害
が
発
生
し
た
場

合
を
指
す

。
し
た
が

っ
て

、
投
与
量
が

過
剰
で
あ

っ
た
り
禁
忌
で
あ

っ
た
り
し

た
場
合
は
補
償
対
象
と
な
る

。
処
方
は

正
し
か

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
副
作
用
が

出
た
場
合
は

、
医
薬
品
に
関
す
る
製
造

物
責
任
ま
た
は
医
薬
品
補
償
保
険
に
よ

る
補
償
が
検
討
さ
れ
る

。

国
補
償
請
求
か
ら
補
償
可
否
の

決
定
ま
で
の
流
れ

①
患
者
か
ら
P
S
R

へ
の
補
償
請
求

患
者
は

、
P
S
R
に
対
し
て
補
償
請

求
を
行
う

。
請
求
方
法
は

、
所
定
の
書

式
(A

4
判
3
枚

、
図
3

)
に
障
害
を

負
っ
た
時
期
や
施
設
名

、
障
害
の
簡
単

な
説
明
等
を
記
載
す
る
だ
け
で
よ
く

、

同
時
に

、
必
要
な
個
人
情
報
の
入
手
や

利
用
等
に
関
す
る
同
意
を
含
む
委
任
状

を
提
出
す
る

(図
4

)
。

な
お

、
請
求
は

、
事
故
を
知

っ
た
時

か
ら
3
年

、
あ
る
い
は
事
故
か
ら
10
年

の
時
効
ま
で
の
間
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

。

②
P
S
R
に
お
け
る
情
報
収
集

患
者
か
ら
補
償
請
求
書
類
の
提
出
を

受
け
た
P
S
R
は

、
担
当
す
る
ク
レ
ー

ム
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
を
決
定
し

、
必
要
な

カ
ル
テ
や
画
像
等
に

つ
き

、
患
者
が
受

日 本医事新報 No . 4459 (2009 年 1 0 月 1 0 日 )
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◎ ク レームアジャスター

廳求の受付 輻･ 医療機関からの情報収集

･ 補償可否, 補償額の決定

◎顧問医師

隠こ基つき襲 l. 回避するこ とができたか

どうかなどの医学的判断

図 3 補償請求書式
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診
し
た
医
療
機
関
に
提
出
を
依
頼
す
る

。

必
要
な
情
報
は
事
案
に
よ
り
異
な
る

が
、
例
え
ば
脳
性
麻
痺
の
場
合

、
分
娩

記
録

、
C
T
G

(胎
児
心
拍
数
モ

ニ
タ

ー
)
、
小
児
科
の
記
録

、
妊
娠
中
に
診

察
し
た
産
婦
人
科
医
の
意
見
書
等
が
必

要
と
さ
れ
る

。
提
出
さ
れ
た
書
類
に
不

備
が
あ
る
場
合

、
原
則
と
し
て
文
書
に

て
照
会
を
行
い

、
面
談
や
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

は
行
わ
な
い

。

L
O
F
は
県
議
会
と
の
間
で
予
め
書

類
提
供
に
係
る
約
定
を
定
め
て
お
り

、

ま
た
そ
も
そ
も
県
が
設
立
し
た
保
険
会

社
で
あ
る
た
め

、
医
療
機
関
が
書
類
の

論時

董

提
出
に
協
力
し
な
い
こ
と
は
稀
で
あ
る

。

多
く
の
医
療
機
関
が
情
報
提
供
に
協

力
的
で
あ
る
の
は

、
提
出
書
類
か
ら
明

ら
か
に
ミ
ス
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場

合
で
あ

っ
て
も

、
L
O
F
か
ら
H
S
A

N
に
通
知
が
行
わ
れ
な
い
た
め

、
懲
戒

等
の
処
分
に
結
び

つ
か
な
い
か
ら
で
あ

る
。患
者
が
H
S
A
N
に
申
し
立
て
を
行

う
こ
と
は
自
由
で
あ
る
が

、
医
療
事
故

が
発
生
し
た
場
合

、
多
く
の
医
師
は
L

O
F
に
対
し
て
補
償
請
求
す
る
よ
う
患

者
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
と
も
に

、
補

償
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
書
類
の
提
出
に

応
じ
て
い
る

。
結
果
と
し
て

、
多
く
の

患
者
は
満
足
し

、
良
好
な
関
係
が
築
か

れ
る
た
め

、
H
S
A
N
に
通
知
す
る
こ

と
な
く
解
決
に
至

っ
て
い
る

。

③
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

へ
の
分
類
と

医
師

へ
の
質
問
シ
ー
ト
の
作
成

ク
レ
ー
ム
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
は
整
理
し

た
情
報
を
基
に
論
点
を
絞
り
込
み

、
六

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
毎
に
予
め
分
類
さ
れ

た
医
師

へ
の
質
問
シ
ー
ト

(A
4
判
3

枚
程
度

)
を
作
成
す
る

。
質
問
シ
ー
ト

に
は

、
例
え
ば
治
療
等
が
障
害
の
主
な

原
因
と
考
え
ら
れ
る
か

、
患
者
の
症
状

を
正
し
く
診
断
で
き
な
か

っ
た
場
合

、

何
を
い
つ
す
べ
き
で
あ

っ
た
か

、
と
い

っ
た
質
問
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る

。

④
医
師
に
よ
る
審
査

ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
案
に

つ
き

、
医
師

が
審
査
を
行
う

。

審
査
は

、
該
当
す
る
診
療
科
の
医
師

が
、
原
則
と
し
て
1
名
で
行
う

。
担
当

の
医
師
が
患
者
を
診
察
す
る
こ
と
は
な

く
、
カ
ル
テ
等
の
書
類
の
み
で
審
査
を

行
い

、
そ
の
医
学
的
判
断
を
シ
ー
ト
に

記
載
す
る

。
医
師
は

、
簡
易
な
事
案
で

あ
れ
ば
1
時
間
に
3
件
程
度

、
難
し
い

事
案
で
あ

っ
て
も

、
1
時
間
に
1
件
程

度
の
ベ
ー
ス
で
審
査
を
行
う

。

極
め
て
判
断
が
困
難
な
事
案
は

、
1

カ
月
~
2
カ
月
に
1
回

、
当
該
診
療
科

の
顧
問
医
師
全
員
が
集
ま

っ
て
合
議
を

行
う
が

、
例
え
ば
整
形
外
科
に
お
い
て

は
年
間
約
2
2
0
0
件
の
補
償
請
求
事

案
の
う
ち

、
合
議
に
か
け
ら
れ
る
の
は

5
件
程
度
で
あ
り

、
極
め
て
特
殊
な
場

合
に
限
ら
れ
る

。

⑤
補
償
可
否
の
決
定

医
師
に
よ
る
審
査
結
果
を
受
け
て

、

ク
レ
ー
ム
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
は
補
償
可
否

を
決
定
し

、
患
者
に
対
し
て
通
知
す
る

。

請
求
か
ら
補
償
可
否
の
決
定
ま
で
の
期

間
を
見
る
と

、
6
カ
月
以
内
に
約
7
割

、

8
カ
月
ま
で
に
は
約
8
割
の
事
案
が
決

定
し
て
い
る

。

な
お

、
補
償
対
象
と
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
障
害
で
あ

っ
て
も

、
後
遺
障
害

の
程
度
が
確
定
し
な
い
た
め

、
補
償
額

が
同
時
に
決
ま
ら
な

い
場
合
が
あ
る

。

こ
の
場
合

、
そ
の
時
点
で
見
込
ま
れ
る

後
造
障
害
の
程
度
を
基
準
に
仮
払
い
を

行
い

、
将
来
障
害
程
度
が
確
定
し
た
時

点
で

、
補
償
額
が
決
定
さ
れ
る

。
ま
た

、

補
償
額
の

一
部
は
年
金
払
い
方
式
を
採

用
し
て
お
り

、
将
来
障
害
程
度
が
改
善

し
た
場
合
は

、
補
償
額
が
変
更
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る

。

◎ 産婦人科と精神障害に関連する事案は、 よ り ;

専門的な知識や経験が求め ら れる こ と か ら 、 :

専任の担当者にて集中的 に対応 して いる 。

鰺 1 件の事案の対応 に要す る 時間 は平均 1 0 ~ .

1 5 時間であ り 、 T 名当 た り 年間約 200件弱の ;

補償請求事案を担当 し て い る 。

◎ PSR ‘ こ お い て は 1 週間 で 37 , 5 時間 が標準労 ;

働時間 と さ れてお り 、 こ れ を超過 して勤務 し !
た場合は残業代が発生する 。 残業代が生 じ た :
場合、 PSR に と っ て は残業代負担が増え 、 ま :

た従業員に と っ て も税金が高額にな る た め 、 ;

ク レ ー ム ア ジ ャ ス タ ー の担当 は診療科で は

な く 事案の難易度に よ り 振 り 分 け ら れてお り 、

1 件の対応 に約 40 ~ 50 時間 を要する難 し い

事案、 1 件 1 時間程度で対応で き る簡易な事案、

そ の 中間の事案の三段階に応 じ て 、 担当者が

の事
0

の
る

齪 コ ラ ム ; ク レ ー ム ア ジ ャ ス タ ーか ら のお話癬

PSR に お い て ク レ ー ム ア ジ ャ ス タ ー の統括

と教育を担当する ア シ ッ フ ･ カ ッ サ ム氏か ら話

ァ
の
耐
牲

の
る
a
知
当
案
惨
事

節
さ
残
絹
に
ま

…
o
ぬ
礫
対
褶
墹
れ
瀞
族
雑
事
幇
詠

ま
詑
淋
窿
嶺
燐

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
同

ク
な
祚
事
を
流
産
廟
専
舛
修
補

陛
働
た
場
た
残

…
を

◎
◎

鰺
◎

…

残業はあ ま り 行わな い 。
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論時

倦
審
査
結
果
に
不
服
が
あ
る
場
合

P
S
R
に
よ
る
審
査
結
果
に
不
服
が

あ
る
場
合

、
患
者
は

、
国
が
設
置
し
て

い
る
患
者
不
服
審
査
委
員
会

(弓
け
の

せ
温
辱
已

O
F
目

の
ャ
貰

①□
に
不
服
を
申

し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

。
補
償
対
象

外
と
判
断
さ
れ
た
事
案
や

、
補
償
対
象

で
あ

っ
て
も
補
償
額
に
不
服
が
あ
る
事

案
の
う
ち

、
年
間
約
1
0
0
0
件
が
申

し
立
て
さ
れ
る

。
患
者
不
服
審
査
委
員

会
で
は
再
審
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を

L
O
F
等
に
対
し
て
勧
告
す
る

。

こ
の
委
員
会
の
勧
告
に
は
強
制
力
は

な
い
も
の
の
非
常
に
尊
重
さ
れ
て
お
り

、

年
間
約
1
0
0
件
に

つ
き
審
査
結
果
が

覆
っ
て
い
る

。

ま
た

、
医
療
障
害
補
償
制
度
は
訴
権

を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め

、
補

償
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

、
患
者
は
裁
判

に
訴
え
る
こ
と
も
で
き
る

。
し
か
し

、

訴
訟
に
至
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て
稀
で
年

間
m
~
崎
件
程
度
で
あ
り

、

そ
の
多
く
は
補
償
可
否
の

争
い
で
は
な
く

、
補
償
額

の
多
寡
が
争
点
と
な

っ
て

い
る

。
裁
判
所
は
和
解
を

勧
め
る
こ
と
も
多
く

、
患

者
が
勝
訴
す
る
の
は
年
間

1
~
2
件
程
度
と
の
こ
と

で
あ
る

。

訴
訟
の
数
が
少
な
い
こ

と
は

、
医
療
障
害
補
償
制

度
が
信
頼
さ
れ

、
有
効
に

機
能
し
て
い
る
こ
と
の
証

左
で
あ
る
が

、
同
時
に
訴

訟
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
も
そ
の

一
因
と

さ
れ
る

。

訴
訟
に
至

っ
た
場
合

、

L
O
F
は
医
療
機
関
の
開

設
主
体
で
あ
る
県
か
ら
補

償
責
任
の
履
行
も
含
め
て

委
託
を
受
け
て
い
る
た
め

、
被
告
は
L

O
F
と
な
る

。
L
O
F
は
2
名
の
法
律

専
門
家
を
職
員
と
し
て
雇
用
し
て
お
り

、

彼
ら
が
中
心
と
な

っ
て
対
応
す
る

。

倦
補
償
の
水
準

医
療
障
害
補
償
制
度
は

、
自
動
車
事

故
や
労
働
災
害
に
お
け
る
損
害
賠
償
と

同
一
水
準
で
補
償
額
が
決
定
さ
れ
て
い

る
。
補
償
額
は

、
主
に
以
下
の
①
~
⑤

ま
で
の
費
目
を
積
算
し
て
算
出
さ
れ
る

。

①
苦
痛
等
に
対
す
る
慰
謝
料

医
療
事
故
に
よ
る
障
害
を
治
療
す
る

に
当
た

っ
て
は

、
苦
痛
等
に
対
す
る
慰

謝
料
と
し
て
1
日
当
た
り

一
定
額
が
支

払
わ
れ
る

。
入
院
は
1
日
当
た
り
1
3

o
s
K
R

(約
2
0
0
0
円

)、
外
来
は

1
日
当
た
り
77
S
K
R

(約
1
2
0
0

円
)
で
あ
る

。

②
後
遺
障
害
に
対
す
る
慰
謝
料

後
遺
障
害
が
残
存
し
た
場
合

、
そ
の

後
遺
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
慰
謝
料
が

支
払
わ
れ
る

。
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
保
険
連

合
が
定
め
た
基
準
に
従

い
、
後
遺
障
害

の
程
度
に
応
じ
た
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ

(喪
失
率

)
と

、
患
者
の
年
齢

、
就
労
の

有
無
等
に
よ
り
補
償
額
が
決
定
さ
れ
る

。

こ
れ
は
自
動
車
事
故
や
労
働
災
害

、
訴

訟
で
も
同
様
で
あ
る

。
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鬱週 1 回 、 2 ~ 4 時間程度 PSR に来て審査を行 っ て い る 。 メ ール を活用する こ ;

と も あ る 。

◎整形外科は 1 5 名程度の顧問医師がいる 。

◎審査にお い て は 、 回避す る こ と がで き た か ど う か を後方視的な視点で判断 :

す る ため 、 当 時の医療技術等に関す る文献を調べる こ と は多 い 。

◎整形外科分野で は裁判 に な ら ず に和解す る こ と が多 い が 、 訴訟こ な っ た場 !
合 、 1 0件中 8件は LOF の主張が認め ら れて い る 。

"
つ

る
風

。
…

行
あ

≧
る

コ
こ

　
　

　
　

　
　
　

…
査

院
週

踞
る
ら

　　　　…
編

ん

審査を担当する外科医師と整形外科医師か ら話を伺 っ た 。 実際に審査を行 っ

て い る 医師の視点か ら 、 制度が どの よ う に映っ て い る か紹介する 。

ト ム ･ ベル グ氏 (外科医)

◎ 臨床経験35年の ベテ ラ ン で あ り 、 ス ウ ェ ーデ ン を代表する大学病院で あ る

カ ロ リ ン ス カ研究所において長年臨床に携わ っ て き た 。

鬱 20 年以上前に、 学会を通 して依頼があ り 、 こ の仕事を始めた。 現在は週に 2 回 、

1 回 につ き 3 ~ 4 時間程度 PS刊こ来て 、 審査を行 っ て い る 。

◎外科の顧問医師は 3 名であ る 。

◎審査にお いて は患者を診療する こ と はせず、 カ ルテ等の書類か ら判断する 。

治療 し た医師に会う こ と はな いが 、 意見書の提出 を求める こ と は あ る 。 コ ク
ラ ン レ ビ ュ ーや そ の他の文献も参照 し な が ら 、 医師 と し て ｢おそ ら く こ の

。
ク

の
り
な

コ
こ

れ
異

を
家

n
も

　
　
　

｢
熱
は
れ

　
　

噂審査は 、 PSR の ク レ ー ム ア ジ ャ ス タ ーが作成 し た質問項 目 に対 し て 、 目ま い ｣

｢ い い え｣ ｢答え ら れな い｣ の いずれか を チ ェ ッ ク す る 。 事業に よ っ て も 異な

る が 、 質問 は簡素化が進んだ結果、 現在で は 1 0 問程度にな っ て い る 。

◎意見書を添付する こ と も あ る 。 裁判ではな い ので 、 責任追及ではな く 事実の

確認を行 っ て い る 。

工
は

し

　　　
　

ス タ ル ク氏 (整形外科医)

と
P
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③
追
加
で
必
要
に
な

っ
た
医
療
費

や
薬
代

、
通
院
交
通
費

医
療
事
故
に
よ
る
障
害
の
治
療
等
に

要
す
る
医
療
費
や
薬
代

、
さ
ら
に
通
院

交
通
費
が
支
払
わ
れ
る

。
た
だ
し

、
こ

れ
ら
は
患
者
負
担
額
の
上
限
が
設
定
さ

れ
、
そ
の
超
過
分
は
社
会
保
障
か
ら
助

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
患
者
負
担
額

の
上
限
を
限
度
に
支
払
わ
れ
て
い
る

。

④
介
護
等
に
要
す
る
費
用

介
護
助
成
金
や
障
害
助
成
金
か
ら
支

論時

董

表 4 2002 ~ 2008年の平均補償件数と補償額の割合

診療科 補償件数 額
%

慶

件数(件) 割合(%)整形外科 920 24 23

一般外科 450 〔乙I｢
I

■

(U｣産婦人科 O4
I
I

3 R
〕

第プライマリケア 320 〔M
)

7
!一般･専門歯科 530 4

T
｣

^ど

( Stockho lm County Counc i l N ot i f i cat i ons fo r the year 2002 ~

払
わ
れ
る
額
を
超
過
し
て
介
護
等
に
要

す
る
費
用
が
あ
る
場
合

、
超
過
分
に
対

し
て
支
払
わ
れ
る

o

⑤
逸
失
利
益

も
し
後
遺
障
害
が
な
け
れ
ば
本
来
得

ら
れ
る
は
ず
だ

っ
た
利
益
と

、
疾
病
手

当
と
の
差
額
が
逸
失
利
益
と
し
て

、
患

者
が
伍
歳
に
な
る
ま
で
毎
年
1
回
支
払

わ
れ
る

。
補
償
額
は
後
遺
障
害
の
程
度

や
、
事
故
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
得
て
い

た
で
あ
ろ
う
収
入
に
よ
り
算
出
さ
れ
る

。

こ
の
他

、
医
療
行
為
や

、
医
療

行
為
に
よ
る
障
害
の
結
果
と
し
て

患
者
が
死
亡
し
た
場
合

、
葬
儀
費

用
や
近
親
者
の
精
神
的
苦
痛
に
対

す
る
慰
謝
料
が
支
払
わ
れ
る

。
た

だ
し

、
逸
失
利
益
等
の
支
払
は
打

ち
切
ら
れ
る

。

医
療
費
や
薬
代

、
介
護
に
伴
う

住
宅
改
造
費

、
介
護
用
ベ
ッ
ド
や

車
椅
子
の
購
入
費

、
疾
病
手
当

、

介
護
助
成
金
等
は
社
会
保
障
か
ら

支
払
わ
れ
る
が

、
医
療
障
害
補
償

)
制
度
か
ら
国
の
社
会
保
障
に
対
し

成作
て
充
当
す
る
こ
と
は
な
い

。

よ
ち
な
み
に

、
死
亡
し
た
本
人
に

008
対
す
る
慰
謝
料
や

･
い
わ
ゆ
る
懲

　　

罰
的
損
害
賠
償
の
概
念
は
な
い

。

な
お

、
補
償
額
に
は

、
物
価
基
礎
額

(社
会
保
障
や
年
金
等
の
給
付
額
の
算

定
基
礎
数
字
で

、
物
価
変
動
に
応
じ
て

毎
年
決
定
さ
れ
る

)
の
20
分
の
1

(約

3
万
円

)
の
免
責
金
額
と

、
患
者
1
人

当
た
り
支
払
限
度
額

(物
価
基
礎
額
の

2
0
0
倍

、
約
1
億
2
0
0
0
万
円

)、

1
事
故
当
た
り
支
払
限
度
額

(物
価
基

礎
額
の
1
0
0
0
倍

、
約
6
億
円

)
が

適
用
さ
れ
る

。

の
1
0
0
億
円
の
財
源
と
65
億
円

の
補
償

L
O
F
の
医
療
障
害
補
償
制
度
の
財

源
は

、
地
方
税
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る

。

県
は

、
住
民
1
人
当
た
り
約
m
ド
ル
を

保
険
料
と
し
て
毎
年
L
O
F
に
支
払

っ

て
い
る

。
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
人
口
は
約

9
3
0
万
人
で
あ
る
た
め

、
年
間
の
保

険
料
収
入
は
年
間
1
0
0
億
円
弱
と
な

る
。
県
や
病
院

、
診
療
科
毎
に
事
故
率

等
に
よ
る
保
険
料
の
差
は
設
け
ら
れ
て

い
な
い

。
な
お

、
国
か
ら
の
資
金
の
助

成
は
な
い

。

2
0
0
8
年
の
デ
ー
タ
で
見
た
場
合

、

補
償
対
象
件
数
約
4
3
0
0
件
に
対
し

て
支
払
総
額
は
約
4
億
3
5
0
0
万
S

K
R

(約
65
億
円

)
で

、
1
件
当
た
り

平
均
補
償
額
は
約
1
5
0
万
円
と
な
る

。

補
償
額
が
数
千
万
円
に
上
る
事
案
も

あ
る
が

、
大
半
は
補
償
額
が
30
万
円
程

度
に
満
た
な
い
低
額
な
ケ
ー
ス
で
あ
る

。

診
療
科
ご
と
の
補
償
件
数
と
補
償
額

の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
表
4
の
通
り

で
あ
る

。

整
形
外
科
や

一
般
外
科
が
補
償
件
数

の
多
く
を
占
め
て
い
る

。
産
婦
人
科
は

、

補
償
件
数
で
は
約
8
%
だ
が

、
補
償
額

で
は
全
体
の
約
4
分
の
1
を
占
め
る

。

こ
れ
は

、
産
婦
人
科
に
は
分
娩
時
の
障

害
が
含
ま
れ

、
補
償
額
の
単
価
が
他
に

比
べ
高
額
な
た
め
で
あ
る

。

一
方

、
歯
科
は
補
償
件
数
が
比
較
的

多
い
も
の
の

、
補
償
額
で
は
2
%
程
度

と
少
な
い

。
こ
れ
は

、
歯
科
治
療
に
よ

る
障
害
が

一
般
に
比
較
的
軽
微
な
も
の

が
多
い
こ
と
に
よ
る

。

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
手
厚

い
社
会
保
障

で
は

、
医
療
事
故
が
原
因
と
な

っ
た
障

害
の
治
療
や
介
護
等
に
対
し
て
も
給
付

さ
れ
る
た
め

、
そ
の
上
乗
せ
で
あ
る
本

制
度
の
補
償
額
は
比
較
的
低
い
水
準
と

な
っ
て
い
る

。
し
か
し

、
近
年
の
景
気

悪
化
の
影
響
に
よ
り
社
会
保
障
が
削
減

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り

、
こ
れ
に
伴

っ
て

L
O
F
の
負
担
が
増
大
し
て
い
る
と
さ

れ
る

。
99
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礬
ス
ウ

ェ
"
デ
シ
の
医
療
障
害
補
償
制
度
③
&
元

!
制
度
運
営
組
織
を
視
察
し
て

財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

う
し
ろ

し
ん

後
信

か
み
た
に
み
ず
え

神
谷
瑞
恵

6
.
脳
性
麻
痺
に
関
す
る

審
査
と
補
償

医
療
障
害
補
償
制
度
は
全
診
療
科
を

対
象
と
し
た
制
度
だ
が

、
こ
の
う
ち
産

婦
人
科

、
特
に
脳
性
麻
痺
に
関
す
る
補

償
請
求
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

行
っ
て
い
る
か

、
P
S
R
で
脳
性
麻
痺

部
門
の
統
括
責
任
者
を
務
め
て
い
る

エ

ヴ
ァ

･
ド
ゥ
ー
バ
ン
氏
か
ら
説
明
を
受

け
た

。

=
脳
性
麻
痺
に
関
す
る
審
査

産
婦
人
科
全
体
で
は
年
間
3
6
5
件

程
度
の
補
償
請
求
が
行
わ
れ
て
い
る

。

こ
の
う
ち
方
件
~
1
0
0
件
が

、
分
娩

時
に
子
ど
も
に
生
じ
た
障
害
で

、
残
り

は
母
親
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

。
子
ど

も
の
障
害
に
は

、
低
酸
素
に
よ
る
脳
障

害
、
帝
王
切
開
の
手
技
ミ
ス

、
引
き
抜

き
損
傷

、
死
産
等
が
あ
り

、
約
45
%
が

補
償
対
象
と
な
る

。
な
お

、
脳
性
麻
痺

の
発
症
率
は
出
生
1
0
0
0
人
当
た
り

2
人
程
度
と
の
こ
と
で
あ
り

、
我
が
国

と
同
様
の
水
準
と
見
ら
れ
る

。

産
婦
人
科
領
域
の
ク
レ
ー
ム
ア
ジ
ャ

ス
タ
ー
は

、
審
査
等
に
お
い
て
特
に
専

門
的
な
知
識
や
経
験
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら

、
経
験
豊
富
な
職
員
が
担
当
し

て
い
る

。

他
の
疾
病
や
障
害
の
場
合

、
審
査
す

や
ま
な
み

ま
こ
と

山
次

信

う
え
だ

し
げ
る

上
田

茂

る
医
師
は
そ
れ
ぞ
れ
1
名
だ
が

、
産
婦

人
科
領
域
で
は
ま
ず

、
必
ず
2
名
の
産

科
医
が
別
々
に
審
査
を
行
う

。
2
名
の

見
解
が
合
致
す
れ
ば
そ
の
見
解
が
結
論

と
な
り

、
相
違
す
る
場
合
は
さ
ら
に
第

3
の
産
科
医
に
意
見
を
聞
く

。
産
科
医

に
よ
る
審
査
で
は

、
帝
王
切
開
や
吸
引

分
娩
等
の
方
法
の
選
択
の
適
切
性

、
C

T
G

(胎
児
心
拍
数
モ

ニ
タ
ー

)
の
解
釈

、

陣
痛
促
進
剤
の
使
用
等
に
関
し
て
検
討

が
行
わ
れ
る

。
な
お

、
顧
問
の
産
科
医

は
5
名
で
あ
る

。

脳
性
麻
痺
に
関
す
る
産
科
医
の
審
査

の
結
果

、
｢
十
分
な
経
験
を
積
ん
だ
医

師
で
あ
れ
ば

、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き

た
｣
と
判
断
さ
れ
た
場
合

、
次
に
小
児

科
医
が

、
そ
の
こ
と
と
脳
障
害
と
の
因

果
関
係
等
に

つ
い
て
審
査
を
行
う

。

小
児
科
医
に
よ
り
51
%
以
上
の
因
果

関
係
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
補

償
対
象
と
な
る
が

、
脳
性
麻
痺
の
場
合

は
そ
の
時
点
で
障
害
程
度
が
確
定
し
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
た
め

、
補
償
額
を

決
定
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

。
こ
の
た

め
、
原
則
と
し
て
子
ど
も
が
4
歳
に
な

っ
た
時
点
で
障
害
程
度
を
確
認
し

、
そ

れ
に
応
じ
た
補
償
額
を
算
出
す
る

。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
就
学
時
お
よ
び
路

歳
の
時
点
で
見
直
し
の
た
め
の
診
断
を

行
い

、
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
れ
ば
補

償
額
の
変
更
を
行
う

。

㈱
高
額
な
補
償
額

脳
性
麻
痺
に
対
す
る
補
償
額
は

、
他

の
障
害
に
比
べ

、
概
し
て
高
額
に
な
る

傾
向
に
あ
る

。
こ
れ
は
主
に

、
後
遺
障

害
に
対
す
る
慰
謝
料
と
逸
失
利
益
が
高

額
な
こ
と
に
よ
る

。

脳
性
麻
痺
の
後
遺
障
害
程
度
は
最
高

の
99
%
で
あ
り

、
一
時
金
の
慰
謝
料
と

し
て
1
7
0
万
S
K
R

(約
2
5
0
0

万
円

)
が
支
払
わ
れ
る

。
ま
た

、
将
来

の
逸
失
利
益
も
患
者
に
よ
り
差
は
あ
る

も
の
の

、
3
5
0
0
万
円
程
度
に
な
り

、
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重
度
の
脳
性
麻
痺
児
1
人
に

つ
き
合
計

7
0
0
0
万
円
程
度
の
補
償
金
が
支
払

わ
れ
る

。

7
.
再
発
防
止
の
取
り
組
み

L
…O
F
と
P
S
R
は

、
医
療
障
害
補

償
制
度
に
よ
る
患
者
に
対
す
る
補
償
を

董
〔U

股関節の手術における病院ごと の補償請求件数と退院患者数の分布
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主
要
業
務
と
し
て
い
る
が

、
直
接
ま
た

は
間
接
的
に

、
医
療
機
関
で
の
原
因
分

析
や
再
発
防
止
の
取
り
組
み
に
対
す
る

支
援
等
を
行

っ
て
い
る

。

=
医
療
事
故
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

病
院

へ
の
提
供

L
O
F
に
は

、
年
間
約
1
万
件
に
上

る
補
償
請
求
が
行
わ
れ
る

。

L
O
F
で
は

、
す
べ
て

の
補
償
請
求
事
案
に
関
す

る
情
報
を
蓄
積
し
て
お
り

、

こ
の
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
病
院
に
提
供
す
る
こ
と

で
、
病
院
で
の
原
因
分
析

や
再
発
防
止

、
医
療
提
供

1 , 000 2 , 000 3 , 000 4 , 000 5 , 000 6 , 000 7 , 000 8 , 000

0
.
体
制
の
改
善
に
向
け
た
取

加
数

5
者ス

リ
組
み
に
寄
与
し
て
い
る

。
o
競

　
　

具
体
的
に
は

、
病
院
ご

と
の
補
償
請
求
事
案
に
関

す
る
障
害
の
発
生
時
期

、

内
容

、
程
度

、
部
位

、
補

償
可
否

、
国
民
番
号
等
の

情
報
を
デ
ー
タ
化
し

、
各

病
院
の
患
者
安
全
責
任
者

で
あ
る
C
M
0

(6
け
掃

朴

0
区

の
曲

n
巴
0
蔀

6
聟

)
に
対

し
て
定
期
的
に
提
供
し
て

い
る

。

の
線
が
補
償
請
求
率
の
低

い
下
位
25
%

の
ラ
イ
ン
で
あ
る

。

デ
ー
タ
を
受
け
取

っ
た
病
院
は

、
他

施
設
と
比
較
し
て
自
施
設
の
状
況
を
認

識
し

、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
る

。
も

っ
と
も

、
補
償

請
求
率
が
高

い
か
ら
と
い

っ
て

一
概
に

医
療
安
全
に
問
題
が
あ
る
と
は
言
え
ず

、

患
者
に
と

っ
て
補
償
請
求
し
や
す
い
風

通
し
の
良
い
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
る
た
め

、
こ
の
情
報
の
活
用

に
つ
い
て
は
各
病
院
の
判
断
に
任
さ
れ

て
い
る

。

な
お

、
年
間
退
院
患
者
数
の
統
計
情

報
は
保
健
福
祉
庁
が
公
表
し
て
い
る
た

)

め
･
そ
の
よ
う
な
統
計
情
報
を
入
手
し

相
て
有
益
な
分
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。
月n

)

②
病
院
で
積
極
的
に
行
わ
れ
る

鮒
R
C
A

第
病
院
で
の
原
因
分
析
や
再
発
防
止
の

節

取
り
組
み
で
あ
る
R
c
A

(幻
ooみ

o轄
‘

4604
･

の①
》
口
巴
拐
扇

)
は

、
L
O
F
よ
り
情
報

Q

提
供
を
受
け
た
各
病
院
に
お
い
て

、
患

N
者
安
全
責
任
者
を
中
心
に
自
主
的
に
実

灘
施
さ
れ
て
い
る

o
鴎

R
C
A
は

｢な
ぜ

｣
を
繰
り
返
し
問

躰
い
か
け
る
こ
と
に
よ
り

、
医
療
事
故
が

発
生
し
た
原
因
を
突
き
詰
め
る
手
法
で
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こ
れ
ら
の
情
報
は

、
医
療
従
事
者
に

分
か
り
や
す
い
よ
う

、
病
院
ご
と
の
手

術
件
数
と
補
償
請
求
件
数
の
関
係
や

、

補
償
請
求
件
数
と
補
償
対
象
件
数
の
関

係
を
グ
ラ
フ
化
す
る
な
ど
の
工
夫
が
施

さ
れ
て
い
る

。
ま
た

、
他
の
病
院
と
比

較
す
る
こ
と
で
医
療
安
全
の
取
り
組
み

が
促
進
さ
れ
る
よ
う

、
他
の
病
院
に
関

す
る
情
報
も
提
供
さ
れ
て
い
る

。
以
前

は
L
O
F
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

各
病
院
の
補
償
請
求
件
数
等
が
公
表
さ

れ
て
い
た
が

、
補
償
請
求
事
案
の
発
生

率
と
医
療
事
故
の
発
生
率
と
は
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
こ
と
や

、
ラ
ン
キ
ン
グ

サ
イ
ト
に
悪
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
現
在
は

一
般

へ
の
公
開
は
行
わ
れ

て
い
な
い

。

図
5
は

、
各
病
院
の
患
者
安
全
責
任

者
に
提
供
さ
れ
る
デ
ー
タ
の

一
例
で
あ

る
。
2
0
0
2
年
か
ら
2
0
0
7
年
に

か
け
て
の
股
関
節
の
手
術
に
お
け
る
病

院
ご
と
の
補
償
請
求
件
数
と
退
院
患
者

数
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
り

、
縦

軸
が
補
償
請
求
件
数

、
横
軸
が
退
院
患

者
数

、
丸
印
が
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
を
表

す
。
3
本
の
線
は

、
中
央
の
線
が
補
償

請
求
率
の
平
均
値

、
上
の
線
が
補
償
請

求
率
の
高
い
上
位
25
%
の
ラ
イ
ン

、
下



あ
り

、
こ
こ
に
お

い
て
も

“
Z
O
-

切
言
B
丸
す
な
わ
ち

｢
誰
が
や

っ
た
の

か
｣
と
い
う
責
任
追
及
と
は
切
り
離
す

考
え
方
が
徹
底
さ
れ
て
い
る

。

L
O
F
は

、
病
院
に
お
け
る
R
C
A

を
促
進
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て

、

補
償
請
求
事
案
に

つ
い
て
病
院
が
R
C

A
を
実
施
し
た
場
合

、
1
件
に

つ
き
1

万
S
K
R

(約
15
万
円

)
を
病
院
に
支

払
っ
て
い
る

。

③
脳
性
麻
痺
に
関
す
る
医
療
安
全

･プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

患
者
に
と

っ
て
影
響
が
大
き
く

、
ま

た
L
O
F
に
と

っ
て
も
運
営
面
で
の
影

響
が
大
き
い
医
療
障
害
に

つ
い
て

、
再

発
防
止
に
向
け
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
実

施
さ
れ
て
い
る

。

中
で
も

、
脳
性
麻
痺
を
含
む
小
児
脳

障
害
は
人
道
的
に
再
発
防
止
の
必
要
性

が
高
く

、
ま
た
医
療
障
害
補
償
保
険
の

年
間
支
払
額
の
幻
~
25
%
を
占
め

、
L

O
F
の
収
益
に
と

っ
て
も
影
響
が
大
き

い
こ
と
か
ら

、
過
去
の
脳
障
害
に
関
す

る
補
償
請
求
事
例
の
分
析
と
再
発
防
止

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

。

1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
5
年
に
L

O
F
に
報
告
さ
れ
た
小
児
脳
障
害
に
関

す
る
4
7
2
事
例
の
中
で

、
分
娩
中
に

論時

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
判
断
さ
れ

た
1
7
7
事
例
に

つ
い
て

、
脳
障
害
の

発
症
原
因
の
分
析
が
行
わ
れ
た

。
そ
の

結
果

、
C
T
G
の
解
釈
誤
り

、
陣
痛
促

進
剤
の
不
適
切
な
使
用

、
帝
王
切
開
の

判
断
遅
延
等
不
適
切
な
分
娩
方
法

、
新

生
児
蘇
生
術
の
誤
り
が

、
主
な
脳
障
害

の
発
症
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
た

。

こ
の
研
究
は

、
L
O
F
に
蓄
積
さ
れ

た
補
償
請
求
事
案
の
デ
ー
タ
を
基
に

、

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
代
表
的
な
大
学
病
院

で
あ
る
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
に
お
い

て
行
わ
れ

、
研
究
結
果
は
2
0
0
8
年

2
月
の
閃
き
儲
け
窓
巨
b
巴

O[
〇
甘
言

[-

[行
の
斜口

Q
O
旨
8
8
す
鮭
で
で
発
表
さ
れ

て
い
る

。

さ
ら
に

、
2
0
0
7
年
か
ら
2
0
1

0
年
に
か
け
て

、
医
療
専
門
家
が
自
ら

改
善
に
取
り
組
む
べ
き
と
の
考
え
の
下

、

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
産
婦
人
科
医
会

、
小

児
科
医
会

、
助
産
師
会
が
主
体
と
な

っ

て
、
L
O
F
と
連
携
し

、
分
娩
の
安
全

向
上
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て

い
る

。

ま
ず

、
産
婦
人
科
医

、
小
児
科
医

、

助
産
師
に
よ
る
リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ
に

よ
り

、
セ
ル
フ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

が
作
成
さ
れ
た

。
質
問
項
目
は

、⑤
組
織

、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
し
て

、
L

98

0
F
は
監
査
者
の
派
遣
費
用
等
を
負
担

す
る
と
と
も
に

、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参

)
　

　　7
#

加
し
た
病
院
に
対
し
て
5
0
0
0

ユ
ー

1

口
･
改
善
策
を
実
施
し
た
病
院
に
対
し

明
て
1
万
5
0
0
0
ユ
ー
ロ
の
イ
ン
セ
ン

年

テ
ィ
ブ
を
支
払
う
こと

に
よ
り

、
取
り

◎
組
み
を
バ

ッ
ク
ァ
ッ
プ
し
て
い
る

o
こ

叱
れ
ら
の
支
援
に
係
る

コ
ス
ト
総
額
は

、
446

脳
障
害
児
2
名
に
対
す
る
補
償

コ
ス
ト

尚

相
当
で
あ
り

、
L
O
F
に
と

っ
て
も
有

益
と
見
ら
れ
る

。

ま
た

、
小
児
脳
障
害
の
発
症
原
因
の

分
析
の
結
果

、
C
T
G
の
解
釈
誤
り
が

大
き
な
要
因
の

一
つ
で
あ

っ
た
こ
と
を

受
け
て

、
L
O
F
は
前
述
の
3
団
体
と

協
力
し
て
C
T
G
の
解
釈
に
関
す
る

者
害
上
の
研
修
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
を
開

発
し
た

。
こ
の
研
修
ソ
フ
ト
は
2
0
0

9
年
8
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ

、
ス
ウ

ェ

ー
デ
ン
国
内
の
医
療
機
関
で
あ
れ
ば

、

無
料
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の

こ
と
で
あ
る

。
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
内
容

は
、
胎
児
管
理
の
質
の
向
上
を
目
的
と

し
て

、
基
本
的
な
知
識
や
C
T
G
の
読

み
方
等
を
学
習
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る

。

具
体
的
に
は

、
胎
児

、
子
宮

、
羊
膜

、
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⑤
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

、
①
技
量

、

④
技
術
の
活
用

、
①
医
薬
品
の
管
理

、

⑦
記
録

、
⑧
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
関
す

る
も
の
で
あ
る

。

具
体
的
に
は

、
妊
婦
や
胎
児
の
リ
ス

ク
評
価

、
他
の
言
語
に
よ
る
意
思
疎
通

、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
読
み
方

、
子
宮
収
縮

剤
の
取
扱

い
、
胎
児
機
能
不
全
や
そ
の

他
の
緊
急
時
の
対
応

、
医
療
事
故
発
生

後
の
患
者

･
家
族
や
医
療
従
事
者

へ
の

対
応

、
医
療
従
事
者
の
確
保
や
医
療
安

全
管
理

、
文
書
管
理
な
ど
に
関
し
て
節

項
目
の
質
問
が
設
定
さ
れ
て
い
る

(表

5
･
図
6

)。
こ
の
シ
ー
ト
は

、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
分
娩
を
取
り
扱

っ
て
い
る

鱗
病
院
す
べ
て
に
送
付
さ
れ

、
各
病
院

に
お
い
て
自
己
評
価
が
行
わ
れ
た

。

次
に

、
産
婦
人
科
医
会
等
か
ら
各
病

院
に
派
遣
さ
れ
た
監
査
者

(呂
の曲

0巴

虐
曲
げ
こ
が

、
セ
ル
フ
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
に
基
づ
き
詳
細
な
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

を
行

い
、
問
題
点
を
発
見
し
て
い
る

。

発
見
さ
れ
た
問
題
点
に

つ
い
て
は

、
監

査
者
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
が
取
り
ま
と
め

ら
れ

、
全
麩
病
院
で
共
有
さ
れ
る

。
さ

ら
に

、
監
査
を
受
け
た
病
院
は

、
6
カ

月
以
内
に
改
善
策
を
策
定
し

、
報
告
す

る
。
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表5 セル フ ア セ ス メ ン ト シー ト の質問事項 (抜粋)

o 電話で助言する ための セ ル フ ア セ ス メ ン ト につ いて

a. リ ス ク ア セ ス メ ン ト を行う ための方法/ガイ ド ラ イ ン は どの よ う な

も のですか ?

b . 助言の内容の根拠と なる方法/ガイ ド ラ イ ン は どの よ う な も のです

か ?

c . 上記 a, b が貴院にお いて遵守さ れて い る こ と を 、 ど の よ う に確認
し て い ま すか ?

o 正常分娩の モ ニ タ リ ン グにつ いて

a 貴院にお ける ス タ ッ フ に よ る妊婦の観察、 陣痛の状態、 胎児モ ニ タ
リ ン グ に関する方法/ガイ ド ラ イ ン は どの よ う な も のですか ?

b . 貴院に お いて それ ら が遵守さ れて い る こ と を 、 ど の よ う に確認 し
て い ますか ?

c . 貴院で は 、 分娩の進行の評価に関する方法/ガイ ド ラ イ ン は どの よ

う な も のですか ?

d . 貴院 に お いてそれ ら が遵守さ れて いる こ と を 、 ど の よ う に確認 し
て い ま すか ?

o 緊急事態に対応する チーム (分娩、 麻酔、 手術、 小児科) や超緊急帝王
切開への対応につ いて

a. 貴院にお ける方法/ガイ ド ラ イ ン は どの よ う な も のですか ?

b . 貴院にお いてそれ ら が遵守さ れて い る こ と を 、 どの よ う に確認 し
て い ま すか ?

c . 貴院で は 、 ど の よ う に し て 医療チ ーム が専門知識を共有 し て い る
こ と を どの よ う に確認 し 、 ま た連携や意思疎通を深め る こ と を促

進 し て い ま すか ?

0 貴院では 、 患者が患者の権利に基づいた情報を受け取れる こ と や 、 障
害の発生の疑いが あ る場合 に どの よ う な組織に依れば よ い か と い う
情報を受け取れる こ と を 、 どの よ う に確認 して い ま すか ( PSR 、 医療

団体の患者オ ン ブズマ ン 、 患者委員会、 HSAN 、保健福祉庁への報告) ?

o 貴院で は 、 必要な知識や技術を持っ た医師や助産師が 、 1 日 24 時間そ
し て休日 に も適切 に配置さ れて い る こ と を どの よ う に確認 し て い ま

すか ?

0 文書化に よ る記録に は規制が存在 し ま す 。 貴院では 、 それ ら の規制や
患者情報法が遵守さ れて い る こ と を 、 どの よ う に確認 して い ま すか ?

胎
盤
の
解
剖
と
生
理

(胎
児
循
環

、
羊

6のお
H巴
5
ロー

巳
8

の言
遷
宮
OF

そ
れ
ら

a
を
際
の

例
の
C
T
G

膜
･羊
水

、
ガ
ス
交
換

、
酸
塩
基
平
衡

の
リ
ス
ク
評
価
等

)、
胎
児
心
拍
の
異

を
活
用
し
て

、
設
定
さ
れ
た
質

等
)
等
の
基
礎
知
識

、
C
T
G
モ

ニ
タ

常
と
胎
児
の
生
理
学
的
反
応
な
ど
が
学

答
し
て
学
ぶ
教
材

、
⑤
正
常

、
リ
ン
グ
の
基
礎
知
識

(C
T
G
の
導
入

習
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り

、
さ
ら

は
異
常
パ
タ
ー
ン
の
C
T
G
で

、

の
歴
史

、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
C

に
演
習
問
題

(C
T
G
の
波
形

、
病
歴

、
で
お
く
べ
き
い
く

つ
か
の
パ
タ

T
G

-
タ
リ
ン
グ
に
関

る
奨
事

質
問
と
回
答
等

)
が
用
意
さ
れ
て
い
る

教
材

(オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
過
剰

④
実
際
の
事
例
の
C
T
G
や
臨
床
経
過

を
試
す
こ
と
の
で
き
る
教
材
な
ど
が
用

舌
し

、
凡

さ
こ
胡
に
回

意
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

。

教
材

(オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
過
剰
投
与
の

方 項 T の り 等 膜
( て G 歴 ン 洋 ･
心 ロ モ 史 グ 雙 羊
　 　 　 　 　

T
G
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る

、

項
)、
具
体
的
な
波
形
の
分
類
や
読
み

方
(心
拍
数
基
線

、
く
臼
田
ぴ
白
身

-
ゆ

o
や 推 け の モ 盆 県

　 　 　 　 　 　 　 　
と 厘 に 、 吊 の

C の 間 濱 で と り
T こ と 習 き 胎 ス
G と 口 間 る 児 ク
の で

　 　

　
を
て

は

緘
　 　
　 　
対 際

　 　
　 　
　 　
識 G

で る

お 異 し 活
く 常 て 用
ベ パ 学 し
き 夕 ぶ て
　 　 　 　
く ン 材 設
つ の 、 定
か C ⑤ さ
の T 正 れ
パ G 常 た
夕 で 、 質
1 、 あ 問
ン 学 る に
の ん い 回

3
回
に
わ
た
り
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
医

療
障
害
補
償
制
度
の
仕
組
み
や
運
用
の

現
状
と
経
緯
を
紹
介
し
た
が

、
こ
の
中

で
、
特
に
強
く
印
象
を
受
け
た
4
点
を

述
べ
る
こ
と
で

、
本
稿
の
結
び
と
し
た

め

を ④
活 実
用 際
し の
て

図 6 セ ル フ アセ ス メ ン ト シー ト イ メ ー ジ

◎ゞ…
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　 　

溌を『

斜元“ 霊

　　　　

　　　　　

し 、

印 0

行
い
Z
O
-
関
宿

“当
の

ヰ0
『
□
0
0
ヰ0

『の

医
療
障
害
補
償
制
度
で
は
Z
OI切
封
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論時

日
の
き
尺
巳
o
a
o
易

一
す
な
わ
ち
医
療
従

事
者
の
責
任
追
及
を
行
わ
な
い
こ
と
が

徹
底
さ
れ
て
お
り

、
こ
の
こ
と
が
結
果

的
に
医
療
障
害
の
補
償
や
医
療
安
全
の

推
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る

。
懲
戒
等
の
処
分
と
補
償
と
が
完

全
に
切
り
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り

、

医
療
障
害
補
償
制
度

へ
の
報
告
や
情
報

提
供
が
滞
り
な
く
行
わ
れ

、
患
者
は
補

償
を
受
け
や
す
く
な

っ
て
お
り

、
ま
た

医
療
従
事
者
は
懲
戒
等
を
恐
れ
る
こ
と

な
く
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る

。

L
O
F
の
C
E
O
で
あ
る
カ
イ

･
エ

ッ
シ
ン
ガ
ー
氏
も

、
補
償
と
懲
戒
と
を

切
り
離
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り

、
医
療

障
害
補
償
制
度
や
再
発
防
止
の
取
り
組

み
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
繰
り
返

し
話
さ
れ
て
い
た

。

㈱
社
会
保
障
等
を
基
盤
と
し
た

制
度

医
療
障
害
補
償
制
度
が
単
独
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
く

、
H
S
A

N
等
の
苦
情
受
付
制
度
や

、
手
厚
い
社

会
保
障
の
基
盤
の
上
に
運
用
さ
れ
て
い

　
　

　
　
　

朧げ
さ二

　
　

　　
　　

る
こ
と

、
ま
た
病
院
の
大
半
が
自
治
体

病
院
で
あ
る
と
い
う
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
固

有
の
事
情
に
よ
り

、
こ
の
制
度
が
有
効

に
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

。

国
簡
易
な
審
査
と
納
得
感
の
あ
る

補
償
基
準

補
償
可
否
を
決
め
る
審
査
が
比
較
的

簡
易
に
実
施
さ
れ
て
い
る

。
す
べ
て
の

医
療
事
故
に
よ
る
障
害
を
対
象
と
し
て

年
間
1
万
件
に
及
ぶ
補
償
請
求
に
対
応

し
、
ま
た
申
請
の
受
付
か
ら
概
ね
半
年

以
内
に
補
償
可
否
を
決
め
る
た
め
に
は

、

簡
易
な
審
査
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る

。

ま
た

、
医
療
障
害
補
償
制
度
は

｢十

分
な
経
験
を
積
ん
だ
医
師
で
あ
れ
ば

、

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
障
害
で
あ
る

こ
と

｣
や

、
｢
51
%
以
上
の
因
果
関
係

｣

を
補
償
の
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
患
者
側
と
医
療
側
の
双
方
に
と

っ

て
納
得
感
の
あ
る
基
準
と
し
て
支
持
さ

れ
、
ま
た
比
較
的
低

コ
ス
ト
で
す
べ
て

の
医
療
分
野
で
の
補
償
を
実
現
で
き
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る

。

我
が
国
の
人
口
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の

約
賢
倍
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と

、

我
が
国
に
お
い
て
無
過
失
補
償
制
度
を

検
討
す
る
場
合

、
補
償
対
象
の
件
数
や

財
源
は
よ
り
大
規
模
と
な
る
た
め

、
審

査
の
方
法
や
補
償
の
基
準
を
考
え
る
上

で
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い

。

“
専
門
家
団
体
と
の
協
力
に
よ
る

再
発
防
止

L
O
F
が
専
門
家
団
体
と
協
力
し
て

、

者
害
等
を
活
用
し

、
情
報
発
信
を
行
い

な
が
ら

、
再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
点
も
印
象
的
で
あ

っ
た

。

原
因
分
析

･
再
発
防
止
の
取
り
組
み

に
お
い
て
は

、
年
間
1
万
件
に
お
よ
ぶ

補
償
請
求
事
例
の
デ
ー
タ
が
効
果
的
に
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活
用
さ
れ

、
各
病
院
の
患
者
安
全
責
任

ら
構
成
さ
れ
る
原
因
分
析
委
員
会
で

、

者
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

o
L

個
々
の
事
例
に

つ
き
医
学
的
評
価
を
行

O
F
は
必
要
な
情
報
の
提
供
や
イ
ン
セ

っ
て

、
そ
の
結
果
を
分
娩
機
関
と
保
護

ン
テ
ィ
ブ
の
設
定
等
に
よ
る
支
援
を
行

者
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る

、
と
い
う

う
の
み
で
あ
り

、
病
院
や
医
療
関
係
団

透
明
性
の
高
い

、
我
が
国
独
自
の
丁
寧

体
等
に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組
み
が
尊

な
取
り
組
み
で
あ
る

。
制
度
創
設
の
自

重
さ
れ
て
い
る

。
的
で
あ
る
紛
争
の
防
止

･
早
期
解
決
と

さ
て

、
我
が
国
の
産
科
医
療
補
償
制

産
科
医
療
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
よ

度
は

、
補
償
と
と
も
に
脳
性
麻
痺
発
症

う
な
原
因
分
析

･
再
発
防
止
を
行
う
た

の
原
因
分
析
や
再
発
防
止
を
行

っ
て
い

め
に
は

、
分
娩
機
関
の
協
力
が
必
要
不

る
。
原
因
分
析
は

、
分
娩
機
関
か
ら
の

可
欠
で
あ
る
が

、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
制

情
報
と
保
護
者
か
ら
の
意
見
を
十
分
に

度
に
お

い
て
Z
O
-
閃
言
日

の
封

片
巳
0
0

確
認
し
た
上
で

、
産
科
医

、
小
児
科
医

、
[0
窃
の
考
え
方
で
責
任
追
求
を
行
わ
な

法
律
家

、
患
者
の
立
場
の
有
識
者
等
か

い
こ
と
が

、
医
療
機
関
や
医
療
従
事
者

h ttp : //いぬハ~》. pat i entfo rSakr i n9 Se/

ル シ ンポ リ 病院ホームペー ジ

http :〃Vvいハ~, h e l s i ngborg s l aSarett Se
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の
協
力
的
な
姿
勢
に

つ
な
が
り

、
患
者

に
と

っ
て
も
有
益
な
結
果
を
も
た
ら
し

て
お
り

、
学
ぶ
べ
き
も
の
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る

。

最
後
に

、
医
療
障
害
補
償
制
度
等
に

関
し
て
非
常
に
熱
心
に
ご
説
明
い
た
だ

い
た
L
O
F
の
C
E
O
の
カ
イ

･
エ
ッ

シ
ン
ガ
ー
氏

、
P
S
R
の

エ
ヴ
ァ

･
ド

ゥ
ー
バ
ン
氏

、
ア
シ

ッ
フ

･
カ

ッ
サ
ム

氏
、
ト
ム

･
ベ
ル
グ
医
師

、
ア
ン
ド
レ

･

ス
タ
ル
ク
医
師
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に

、
本
視
察
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
在
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
日
本
国
大
使
館

の
岡
部
史
哉

一
等
書
記
官

、
東
京
海
上

日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
の
小
松
利
彰

氏
、
増
永
淳

一
氏

、
他
関
係
各
位
に
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ

、
本
稿
の
結
び
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

。
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